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1  GHG

1  事業所別自主内部監査、ISO内部監査の充実

1  ダイバーシティの拡充

1  事業所見学、地域社会との交流充実

2  EcoVadis評価を活用したCSRマネジメント強化

1  顧客要望に沿った製造技術導入

2  農薬製品以外の受託生産可能性検討

  ※1

1  法令遵守、法改定監視体制の充実

2  リスクマネジメント、リスクアセスメントの充実

  2030年目標：2020年対比32％削減

1  労働災害ゼロ・重大事故ゼロを目指した
  事業運営推進
  ISOマネジメントシステムによる品質・環境・
  労働安全衛生管理

2  高品質な製品提供のための生産・品質管理
  ISOマネジメントシステムに基づく生産・品質管理

（CO2）排出を抑制した生産活動の実現

 （2050年カーボンニュートラルを目指して）

 （女性活躍促進、障がい者雇用 等）

  モーダルシフト推進
 環境に配慮した輸送体制の構築

2  廃棄物削減
 3R（Reduce，Reuse，Recycle）推進

日本農薬グループ基本理念に基づき、技術革新による安定的な食の確保と豊かな生活・環境を守るべく挑戦し続け、社会に貢献してまいります。

「 技術革新による食と環境 ・ 社会への貢献 」

CSR（株）ニチノーサービスの

基本方針CSR

日本農薬グループは、農業生産や健康的な生活を支え、サステナブルな社会に貢献することを目指しています。
ニチノーサービスは、本方針に沿って、CSR経営の拡充を推進します。

優先領域 優先課題 主要な施策

E
環境

S
社会

G
統治

全般
ESG共通

環境経営の高度化
（環境保全、ＲＣ活動）

安全文化の深化
（労働安全衛生、製品安全）

コミュニティーへの参画
（ステークホルダーとの対話）

社会のニーズに対応した
技術と製品開発
（顧客満足の追求）

人権経営の拡充
（ダイバーシティー&インクルージョン（Ｄ＆Ｉ）、
   人財開発）

※１ Ecovadis社は、グローバルなプラットフォームを介して包括的な企業の社会的責任（CSR）評価サービスを提供している評価機関です。
これまでに世界160カ国、200業種に及ぶ約90,000以上の企業を対象として、「環境」「労働と人権」「倫理」「持続可能な資材調達」について評価を
行っており、当社は、Ecovadis社（本社：フランス）によるサステナビリティ調査において、3年連続で「シルバー」評価を得ています。

企業・組織統治の強化
（コーポレートガバナンス、ＣＳＲマネジメント）

コンプライアンス・
リスクマネジメントの拡充
（サステナビリティー・マネジメント：ＢＣＰ）

3

  水セキュリティーへの取り組み推進4



基本理念
Corporate
philosophy

ENDLESS
CHALLENGE

これからの食とくらしのために

　当社は日本農薬のグループ企業として、農薬・化学品の生産・物流
事業を広く展開するとともに、試験研究支援事業等も手掛ける製造・
サービス会社です。
　中でも主軸である生産事業は、長年に亘り蓄積してきた農薬製造技術を
最大限に活用し、国内外のお客様にご満足いただける高品質な農薬製品を
多数供給しております。

　事業運営にあたっては、「安全は全ての礎」を合言葉に、「５つの安全（労働
安全、品質安全、環境安全、物流安全、設備安全）」を最優先とした体制を
敷き、ISOマネジメントシステムによる品質・環境・労働安全衛生の管理を
徹底するとともに、サステナブルな社会への貢献に向けてCSR（Corporate
Social Responsibility）活動にも積極的に取り組んでおります。

　世界人口が今後も増加していく中、安全・安心の食糧生産と供給は地球
規模の課題であり、それに応えていくことが日本農薬グループの大きな
テーマです。
　そして当社は、食と環境・社会への貢献を果たすべく、農薬製造でひときわ
輝くリーディングカンパニーを目指すとともに、これからもCSR経営の拡充
に努め、お客様や社会から信頼される企業を目指して参ります。



様々な倉庫拠点から全国各地への速やかな輸配送を実現
　お客様からのご注文を受注センターで受け付け、様々な倉庫拠点

（福島事業所、佐賀事業所、契約基幹倉庫等）から出荷・配送を手配

しています。

　「必要なものを必要なときに」をモットーとして、お客様のご要命に、迅速

且つ正確に、きめ細やかに対応します。

　日本農薬が創出・開発した農薬活性成分を、最先端の化学合成技術

により効率的且つ品質高く生産しています。

　また、日本農薬グループの原体製造における「マザー工場」の役割も

担って、日々製造技術力を高めています。

（生産原体）

イソプロチオラン（殺菌剤）、チアジニル（殺菌剤）、フルベンジアミド（殺虫剤）

ピフルブミド（殺虫剤）、ピラジフルミド（殺菌剤）　他

優れた化学合成技術で農薬活性成分（原体）を製造

　日本農薬グループの農薬製品はもちろんのこと、同業他社の農薬

製品も、高い製剤技術力を駆使して製造しています。

　製造可能な製剤型は粒剤、水和剤、顆粒水和剤、フロアブル剤、

乳液剤等多岐に渡り、高効率な製造・包装設備が充実しています。

一方、品質管理はISO-9001（品質）マネジメントシステムにより徹底

され、顧客満足の充実を図っています。

安定した農業を支える多種多様な農薬製品を製造

日本農薬㈱総合研究所の最先端研究の支援
　新たな農薬創出に挑戦し続ける日本農薬㈱総合研究所において、

各種研究に不可欠な設備管理、実験補助、試験圃場や作物管理等を

行っています。

　ハイレベルな研究を支えるという高い意識のもと、安全作業にも配慮

して、研究所と緊密に連携して業務を進めています。

事業紹介

01
生産

02
物流

03
研究
支援

イソプロチオラン チアジニル

原体製造

製剤製造

鹿島事業所

福島事業所・佐賀事業所



事業拠点

水和剤・乳液剤を主体とした
製剤製造工場

福島事業所

01 製剤製造 02 物流

佐賀事業所

01 製剤製造 02 物流
粒剤・フロアブル剤を主体とした

製剤製造工場
03 研究支援

鹿島事業所

01 原体製造
マザー工場機能を有する

原体工場

河内長野センター
（総合研究所内）

本社（東京）
生産・物流管理部

安全管理・品質保証室

年間生産量 ： 約5,500（t,kl）
生産可能剤型 ： 粒剤、水和剤、乳液剤、フロアブル

年間生産量 ： 約6,000（t,kl）
生産可能剤型 ： 粒剤、水和剤、乳液剤、フロアブル

年間生産量 ： 約1,600（t）



会社概要

所  在  地

社　　名

設　　立

本　　社

従 業 員

資 本 金

株　　主

事業内容

取引銀行

株式会社ニチノーサービス

1989年 6月19日

〒104-8386　東京都中央区京橋一丁目19番8号 

290名（2024年1月1日現在）

34億円

日本農薬株式会社（東証プライム上場）　100％

1.農薬及び化学薬品の受託生産　2.農薬の受注並びに保管管理・搬入搬出・配送業務の請負

3.一般貨物利用運送請負事業　　4.倉庫業

5.農薬の試験研究に関する圃場管理、実験動物飼育等　6.不動産の賃貸及び管理業務　　他

みずほ銀行　　他

本社 ／ 生産・物流管理部 〒104-8386　東京都中央区京橋一丁目19番8号
TEL ： 050-3490-3532

総務部　総務セクション
　　　　システムセンター

〒964-0981　福島県二本松市平石高田四丁目286番地
TEL ： 0243-23-7715　FAX ： 0243-24-7170

生産・物流管理部　受注グループ
（福島事業所内）

〒964-0981　福島県二本松市平石高田四丁目286番地
TEL ： 0243-23-7795　FAX ： 0243-62-2271

鹿島事業所 〒314-0255　茨城県神栖市砂山19
TEL ： 0479-46-3535　FAX ： 0479-46-2209

佐賀事業所 〒849-0124　佐賀県三養基郡上峰町大字堤字二本杉180番1
TEL ： 0952-52-3235　FAX ： 0952-53-1585
TEL ： 0952-51-1441　FAX ： 0952-51-1381　保管・配送グループ

福島事業所 〒964-0981　福島県二本松市平石高田四丁目286番地
TEL ： 0243-23-7711　FAX ： 0243-23-1303
TEL ： 0243-23-8041　FAX ： 0243-62-2273　保管・配送グループ

総務部　河内長野センター 〒586-0094　大阪府河内長野市小山田町345番地
TEL ： 0721-56-9030　FAX ： 0721-56-9030

安全管理・品質保証室 〒555-0001　大阪府大阪市西淀川区佃五丁目2番30号
TEL ： 06-6475-2221　FAX ： 06-6475-0747


